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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2/14（水）青陽館の避難訓練があります。役割は割り振られていないため、避難時のルートや手順などを各自で確認しておくようにしてください。
・昨日、加湿器が各フロア1台ずつ配備されています。明日もう1台づつ導入されるため、加湿器の使い方を確認し、感染拡大にも努めてください。清掃は庶務スタッフが2週間に1回行います。生活指導室に設置する際は、エアロビクスの際は転倒防止のため、加湿しないように注意してください。
・吐しゃ物の処理の仕方について確認し、ハイタ―液は毎週月曜日の朝に作り変えてください。
・院内研修など研修の案内がWIZ掲示板にアップされているため、情報をチェックし、参加するようにしてください。
［各自研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
[提出物]

・1月月報⇒2/5（月）8：00までに作成し、小嶋まで報告をお願いします。
・1月経過録⇒2/7（水）までに作成・アップロードをしてください。
・転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2/28（水）までに実施し、アップロードしてください。
＜利用者様情報＞
デイケア
・上川原　豊様～ぼんやりとしていることはあるが、普段通りに過ごしている。プログラムでは自分から発言することもある。薬の空包は全て揃っており、服薬は出来ている様子。
・佐々木理佳様～本日利用日だが、連絡なく欠席しているため、自宅に電話をかけている。コールはなるが、誰も電話に出ない為、父様に連絡をしている。今朝、本人は元気にしており、デイケアに行くように伝えて来たとのこと。カンファレンス開始前までに折り返しの電話がないため、16時に再度連絡を掛けていく。連絡がつかなかった場合は、外来と訪問看護に情報提供をしていく。
デイナイトケア
・鈴木真知子様～昨日、帰荘後に「（自宅に）泊まりに行きたい」と言い、電話をかけて欲しいとスタッフに話していたとのこと。本日は、帰宅要求もなく、比較的落ち着いている様子が窺えるが、飲水量がやや多い様子がある。飲水量に関しては主治医から制限があるわけではないため、普段水分量の多さがスタッフから見て気になるのであれば、主治医に報告し、制限の有無を確認していく必要がある。体調面については、連日昼食後に不調を訴えており、本日は12：40に風邪様の症状を訴えている。バイタルサインは体温36.8℃、血圧142/96mmHgと普段よりやや高値を示し、静養室で休んでいる。静養後は体調が回復しているため、しばらく体調面での観察を続けていく。
・馬渡　武光様～昨日、くつ裏のすり減った部分にガムテームを貼っており、新しい靴を購入してみるように伝え、青風荘へ情報提供している。昨日帰荘後は水を多めに飲んでいたとのことで、デイナイトケア内でも飲水量がどの程度かを確認していく。
・古川　富蔵様～本日で排便がなく4日間経過していたが、昼食後に排便があったと報告がある。
・小野寺ノリ様～昨日帰荘後、ズボンを脱ぎっぱなしにしており、脱いだ理由については分からない様子があったと青風荘より情報提供がある。時折、トイレに間に合わなかった場合に同様の行動をとっていることがあるため、今回もトイレに間に合わずに服を汚してしまった可能性があるとのこと。デイナイトケアでもトイレに適宜行くことが出来るように声を掛けていく。
・岩城　敏夫様～今朝、トイレに篭っていたとのことで、理由についてはズボン下を逆に履いていたため時間がかかったと話していたと青風荘より情報提供がある。デイナイトケアでは寒気を訴えており、体温は36.3℃ど異常はないが、くしゃみの回数が多い。必要時はマスク着用を促していく。
ナイトケア
・八木橋牧雄様～体調不良は無いと話している。2/1八戸赤十字病院で検査結果を聞く予定となっているが、その件について触れることはなく、あまり気にしている様子は無い。
＜プログラム検討＞
①パソコン教室で個々のレベルが違う
→個人各々のレベルに合わせてテキストを提供していく。また、MOS試験に興味があればそれに沿った内容に改定していく。
②テキストはあくまでもツール
→テキストはスタッフが一定のレベルを保ってプログラムを提供するだけのもの。テキストは利用者様に関わるツールの1つであり、内容を広げるのも深めるのもスタッフの技量が必要。

③集団を活かす
→1対1の関わりは出来ているが、集団（グループ）を扱うことが出来ていない。教えるー教わるというスタンスから脱却するために、プログラムの運営方法も変えていく必要がある。例えば、小グループをいくつか作り、ある課題について考えてもらうなどプログラム構造を変化させること、ピアの関係作りの強化のために声の掛け方を変えていくなどの小さな工夫から始めてみると良いかもしれない。
④新しいプログラム
→禁煙やスマホなど新しいプログラムの導入を目指す必要がある。スマホ等について学ぶことは生活を広げることや、社会参画の一助となる可能性がある。白ロムのスマホやタブレットがあればWi-Fiでつなぐことが出来る為、インターネットの利用方法等を学ぶことが出来る。必要であれば、Wi-Fi環境を整えるような稟議書を作成していく等の改革も必要。
⑤園芸
→秋以降に何も作っておらず、園芸の実施期間が短いため、二期作にする等の工夫をしていく。新しい試みとして、グリーンカーテンを作る、野菜の成長を記録する等が案として挙がっている。また、農作物で作品を作る（ひょうたんからランプシェード、果物からドライフルーツ）などの創作についても考えていく。
